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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全体が長方形状の布帛で構成され、該長方形状の布帛の左右短辺側の内側には袋体が設
けられていると共に、該長方形状の布帛の中央近傍には該左右短辺と平行にスリットが設
けられている鞄カバー兼傘カバーであって、
　鞄カバーとなすとき、前記スリットは鞄の手提げ部を挿通する部位であり、前記布帛の
左右は該鞄の両平面を覆う部位であり、
　傘カバーとなすとき、前記左右短辺側の内側に設けられた、いずれか一方の袋体は、傘
を収納する部位であり、他方の袋体は、該傘が収納された該一方の袋体と共に該他方の袋
体に向けて巻回された前記布帛と該傘とを収納するための部位であることを特徴とする鞄
カバー兼傘カバー。
【請求項２】
　一対のスリットが設けられている請求項１記載の鞄カバー兼傘カバー。
【請求項３】
　右短辺側に設けられた袋体の内側であって上長辺近傍及び下長辺近傍に面ファスナーの
一方部材が縫着されており、左短辺側に設けられた袋体の上長辺部位及び下長辺部位には
各々紐が縫着されていると共に、各紐の先端近傍に面ファスナーの他方部材が縫着されて
いる請求項１記載の鞄カバー兼傘カバー。
【請求項４】
　布帛が撥水処理された織物又は編物である請求項１記載の鞄カバー兼傘カバー。
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【請求項５】
　袋体は布帛を左右短辺で折り曲げて縫着することにより形成されている請求項１記載の
鞄カバー兼傘カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、晴天時には傘（特に折り畳み傘）を持ち歩きするためのカバーとして機能し
、雨天時に傘を使用する際には鞄のカバーとして機能する鞄カバー兼傘カバーに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、傘には円筒状カバーが被覆されており、かかる形態で傘が販売され、また晴
天時にはかかる形態で持ち歩かれている。そして、雨天時には、円筒状カバーを外して傘
を差し、円筒状カバーは鞄に収納することになる。このとき降雨から、身体は濡れるのを
防止しうるが、鞄は濡れるのを防止しにくいという欠点があった。そこで、本発明者等は
、傘から外したカバーを、鞄に収納するのではなく鞄のカバーに使用できれば、かかる欠
点を解消しうるとの着想を得て、その形態をどのようにするかを検討した。
【０００３】
　特許文献１には、傘のカバーを、鞄本体として用いることが記載されている。すなわち
、長方形状の防水性厚手生地からなるカバー体を幅方向の中央で折り返して対向する周縁
部を締結可能に構成するとともに、カバー体の内面に防水性薄手生地からなる手提げバッ
グの底面部を縫い付け、手提げバッグを折り畳んで傘と共にカバー体で被覆できるように
したバッグ付き傘カバーにおいて、前記カバー体の外表面に傘を収納可能なポケットを設
けたことを特徴とするバッグ付き傘カバーと記載されている（特許文献１、請求項１）と
おり、傘のカバーが手提げ鞄として機能するように構成されたものが記載されている。し
かしながら、特許文献１には、傘のカバーを手提げ鞄等の鞄のカバーとして機能させよう
という本発明者等の着想がなく、また後述するように本発明者等のなした工夫に関しても
何ら記載がない。
【０００４】
【特許文献１】特開平８－３８２２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、上記したように、雨天時において傘から外したカバーを、鞄のカバー
に使用できるようにするとの着想を具体化することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記着想を具体化するため種々検討した結果、以下の具体的構成からなる傘カバーを開
発した。すなわち、本発明は、全体が長方形状の布帛で構成され、該長方形状の布帛の左
右短辺側の内側には袋体が設けられていると共に、該長方形状の布帛の中央近傍には該左
右短辺と平行にスリットが設けられている鞄カバー兼傘カバーであって、鞄カバーとなす
とき、前記スリットは鞄の手提げ部を挿通する部位であり、前記布帛の左右は該鞄の両平
面を覆う部位であり、傘カバーとなすとき、前記左右短辺側の内側に設けられた、いずれ
か一方の袋体は、傘を収納する部位であり、他方の袋体は、該傘が収納された該一方の袋
体と共に該他方の袋体に向けて巻回された前記布帛と該傘とを収納するための部位である
ことを特徴とする鞄カバー兼傘カバーに関するものである。
【０００７】
　図１は、本発明に係る鞄カバー兼傘カバーの表面図である。なお、表面図というのは、
使用時に外側となる面の図である。本発明に係る鞄カバー兼傘カバーの形状は長方形状で
あり、その素材は布帛で構成されている。長方形状の布帛の中央近傍には左右短辺と平行



(3) JP 6436558 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

にスリット１ａ又は１ｂが設けられている。このスリットは鞄の手提げ部を挿通するため
のものである。ビジネスマンの持つ鞄の多くは、鞄の手提げ部が２本のものであるため、
このスリットは一対１ａ及び１ｂとして設けられているのが好ましい。布帛としては、織
物、編物、不織布等が用いられる。また、雨水が内部に浸透しにくいように、撥水処理さ
れてなる布帛を用いるのが好ましい。長方形状の大きさは、一般的に長辺の長さが６０～
８０ｃｍ程度で、短辺の長さが３０～５０ｃｍ程度である。
【０００８】
　図２は、本発明に係る鞄カバー兼傘カバーの裏面図（使用時に内側となる面の図）であ
る。長方形状の布帛の左右短辺側の内側には袋体２ａ及び２ｂが設けられている。この袋
体２ａ及び２ｂの口は、各々長方形状の布帛の中央に向けて開いている。袋体２ａ及び２
ｂは任意の方法で形成しうるものであるが、一般的に、布帛の両短辺側を内側に折り曲げ
て、縫製することにより形成しうる。この袋体２ａ及び２ｂは、本発明に係る鞄カバー兼
傘カバーが傘カバーとして機能しているとき、傘を収納するために用いられるものである
。また、鞄カバーとして機能しているとき、必要に応じて新聞や雑誌等のその他の物品を
収納するために用いうるものである。特に、雨天時において、屋内や地下通路等に入り傘
を必要としなくなったとき、一時的に傘を収納するためにも用いうるものである。
【０００９】
　袋体１ａの内側で上長辺近傍及び下長辺近傍であって、比較的中央よりに面ファスナー
の一方部材３ａが縫着されていてもよい。この場合、袋体１ｂの上長辺部位及び下長辺部
位であって、比較的中央よりに、各々紐４，４が縫着されている。そして、紐４，４の先
端近傍に面ファスナーの他方部材３ｂが縫着されている。面ファスナーの一方部材３ａと
他方部材３ｂとは、たとえば前者が雄材のとき後者は雌材であるという意味であり、前者
が雌材のとき後者は雄材であるという意味である。面ファスナー及び紐４，４は、本発明
に係る鞄カバー兼傘カバーが鞄カバーとして機能するとき、鞄カバーの裾同士を結合させ
、鞄カバーが風等で煽られないようにするためのものである。
【００１０】
　次に、本発明に係る鞄カバー兼傘カバーの使用方法について説明する。図４乃至図６は
傘カバーとして使用する場合の方法を示したものである。図４は、鞄バー兼傘カバーを広
げた状態の裏面図であり、傘１１（折り畳み傘１１）を袋体２ｂに収納した状態を示して
いる。傘１１を袋体２ｂに完全に収納した後、収納した状態で左短辺側に向けて巻回して
ゆく。そして、袋体２ａの口に至った時点で、カバーで巻回された傘１１を袋体２ａの口
に入れる。この状態を示したのが図５である。袋体２ａの中にカバーで巻回された傘１１
を完全に収納した状態を示したのが図６である。そして、晴天時には図６に示した状態で
鞄の中に収納しておけばよい。
【００１１】
　図７は、本発明に係る鞄カバー兼傘カバーを鞄カバーとして使用した状態を示したもの
である。雨天の際には、鞄カバー兼傘カバーに収納された傘１１を取り出す。そして、鞄
カバー兼傘カバーを広げて、その内側（裏面側）が鞄１２に当接するようにして被せる。
この際、鞄１２の手提げ部１２ａをスリット１ａに通し、手提げ部１２ｂをスリット１ｂ
に通す。鞄１２の両平面をカバーで覆うと、袋体２ａ，２ｂはカバーの裾の位置にくる。
袋体２ｂに縫着されている紐４を伸ばして、袋体２ａに縫着されている面ファスナーの一
方部材３ａと紐４の先端近傍に縫着されている他方部材３ｂを結合する。これによって、
鞄１２を覆うことができ、雨天時において鞄１２が濡れるのを防止しうると共に、風等で
その裾が煽られるのを防止しうる。なお、雨天が晴れて傘１１が不要となったときには、
鞄１２にカバーをしたままで、袋体２ａ又は２ｂ内に傘１１を収納してもよい。本発明に
係る鞄カバー兼傘カバーは、鞄１２の両平面を覆ったときも、その両側面は覆われていな
いので、側面から手を差し入れて、傘１１を袋体２ａ又は２ｂ内に収納することができる
のである。また、袋体２ａ又は２ｂには、新聞や雑誌等を収納することもできる。
【発明の効果】
【００１２】
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　本発明に係る鞄カバー兼傘カバーは、晴天時には傘カバーとして機能し、雨天時におい
て傘から外したときには、鞄カバーとして機能しうるという便利なものである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一例に係る鞄カバー兼傘カバーの表面図である。
【図２】図１に示した鞄カバー兼傘カバーの裏面図である。
【図３】本発明の他の例に係る鞄カバー兼傘カバーの裏面図である。
【図４】図３に示した鞄カバー兼傘カバーの袋体２ｂに傘を収納する状態を示した裏面図
である。
【図５】袋体２ｂに収納した傘を、袋体２ａ側に向けて巻回した後に、袋体２ａに収納す
る状態を示した図である。
【図６】袋体２ａ内に傘が完全に収納された状態を示した図である。
【図７】図３に示した鞄カバー兼傘カバーを鞄カバーとして用いた状態を示した図である
。
【符号の説明】
【００１４】
　１ａ，１ｂ　　スリット
　２ａ，２ｂ　　袋体
　３ａ，３ｂ　　面ファスナーの一方部材と他方部材
　４　　　　　　紐
　１１　　　　　傘（折り畳み傘）
　１２　　　　　鞄

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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